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四
三

幕
末
の
京
都
戯
作
者
・
山
東
京
鶴

幕
末
の
京
都
戯
作
者
・
山
東
京
鶴

─
そ
の
著
作
活
動
と
小
伝

─

石　
　

川　
　
　
　
　

了

一
、
は
じ
め
に

江
戸
が
上
方
を
リ
ー
ド
し
た
幕
末
期
に
お
い
て
、
そ
れ
な
り
の
戯
作
者
が
登
場
・
活
躍
し
た
大
坂
（
例
え
ば
好
花
堂
野
亭
・
浜
松
歌
国
・
暁

鐘
成
・
南
里
亭
其
楽
・
柳
園
種
春
・
松
川
半
山
等
（
と
異
な
り
、
顕
著
な
戯
作
者
が
登
場
し
な
か
っ
た
京
都
で
い
く
ら
か
な
り
と
も
注
目
す
べ

き
人
物
を
あ
げ
る
と
す
る
な
ら
ば
そ
の
中
の
一
人
に
、
従
来
取
り
立
て
て
調
査
研
究
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
山
東
京
鶴
が
い
る
。
本
稿
で
は

進
出
資
料
を
含
む
京
鶴
の
著
作
活
動
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
小
伝
を
ま
と
め
直
し
て
み
た
い
。

二
、『
京
摂
戯
作
者
考
』
に
お
け
る
京
鶴
略
伝

江
戸
後
期
の
京
都
戯
作
者
に
つ
い
て
調
べ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
幕
末
期
の
讃
岐
高
松
藩
の
江
戸
家
老
で
蔵
書
家
に
し
て
曲
亭
馬
琴
と
親

交
が
あ
っ
た
木
村
黙
老
の
『
京
摂
戯
作
者
考（

（
（

』
を
検
索
す
る
の
が
順
当
で
あ
ろ
う
。
当
た
っ
て
み
る
に
、
作
者
七
十
余
名
と
浮
世
絵
師
三
十
七



四
四

名
、
計
百
余
名
の
上
方
人
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
京
都
の
人
物
と
し
て
は
作
者
と
し
て
、
畠
中
銅
脈
（
狂
詩
（・
池
田
東
籬
亭
（
名

所
図
会
（・
森
川
保
之
（
絵
（・
京
鶴
・
鶴
山
逸
人
（
京
鶴
と
は
別
人
扱
い
（
等
九
人
と
、
浮
世
絵
師
と
し
て
「
菱
川
清
春
」
等
四
人
の
計
十
三

名
を
掲
出
す
る
の
み
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
の
京
鶴
に
つ
い
て
の
記
述
は
、

京
師
の
人
、
文
政
の
頃
、
戯
作
の
書
を
出
す
。
名
は
貞
卿
、
字
は
和
忠
、
山
月
主
人
と
号
す
。
山
川
氏
、
俗
称
美
濃
屋
文
蔵
、
初
暁
鐘
成

門
人
と
成
、
澄
成
と
号
す
。
当
時
西
の
京
に
住
す
。

と
あ
る
。
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
、
山
東
京
鶴
の
別
号
で
あ
る
鶴
山
逸
人
に
い
て
は
、
た
だ

　

京
師
の
人
、
瀬
川
氏
、
名
は
恒
成
。

と
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
。
京
鶴
の
記
載
と
は
氏
と
名
が
異
な
る
か
ら
根
拠
は
不
明
な
が
ら
、
黙
老
が
両
者
別
人
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
が
、
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
は
後
出
の
諸
資
料
か
ら
明
白
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
京
鶴
戯
作
の
挿
絵
を
担
当
す
る
こ
と
し
ば
し
ば
だ
っ

た
菱
川
清
春
に
つ
い
て
黙
老
は
、
そ
の
「
浮
世
絵
師
」
の
部
に
「
青
陽
齋
菱
川
清
春
」
の
略
伝
と
し
て
、

京
師
の
人
、
医
師
村
何
某
の
男
、
幼
名
国
次
郎
、
後
、
国
助
と
改
む
。
初
、
上
田
公
長
門
人
、
今
時
、
紀
州
若
山
に
移
住
す
。
更
め
て
小

野
広
隆
と
号
す
。



四
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幕
末
の
京
都
戯
作
者
・
山
東
京
鶴

と
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
井
上
和
雄
氏
『
浮
世
絵
師
伝
』（
昭
和
六
年
、
渡
辺
版
画
刊
（
に
よ
れ
ば
菱
川
清
春
青
陽
は
、

俗
称
吉
左
衛
門
、
蕙
泉
齋
、
雪
艇
と
号
し
、
後
に
小
野
度

（
マ
マ
（隆
と
改
名
、
師
宣
以
後
菱
川
の
五
代
目
を
名
乗
る
者
か
。

と
い
い
、
天
保
初
年
に
は
大
坂
上
町
に
住
し
た
と
い
う
。

三
、
著
作
活
動

京
鶴
略
伝
の
輪
郭
が
多
少
な
り
と
も
具
体
的
に
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
す
る
た
め
に
も
、
こ
こ
で
そ
の
著
作
活
動
に

つ
い
て
、
滑
稽
本
・
洒
落
本
・
読
本
の
順
で
こ
の
三
分
野
別
の
諸
作
に
①
～
⑩
の
通
し
番
号
を
付
し
て
、
新
出
資
料
を
交
え
つ
つ
述
べ
る
こ
と

に
す
る
。

ま
ず
は
滑
稽
本
で
あ
る
。

①
四
国
栗
毛
（
角
書
「
御
室
／
八
十
八
ヶ
所
」（
中
本

　
　

前
篇
上
之
巻
（
上
下
（
二
冊　

本
学
、
尾
崎
久
弥

　
　

前
篇
下
之
巻
（
上
下
（
二
冊　

本
学

　
　

後
篇
（
上
下
（ 　
　
　

二
冊　

版
木
所
見
・
版
本
未
見

版
木
：
片
面
一
丁
彫
り
の
両
面
彫
り

　
　

前
篇
上
之
巻　

本
学
十
九
枚
（
三
枚
計
六
丁
分
欠
（
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前
篇
下
之
巻　

本
学
二
十
五
枚
（「
序
ノ
三
」
ま
で
と
「
下
ノ
九
」「
下
ノ
十
」
欠
（

　
　

後
篇
（
上
下
（
本
学
上
二
十
五
枚
下
二
十
二
枚
、
計
四
十
七
枚

丁
付
：
各
丁
裏
ノ
ド
下
方

口
絵
：
挿
絵
の
賛
は
歌
舞
伎
役
者
の
狂
歌
（
尾
上
梅
幸
・
市
川
登
升
・
中
村
歌
柳
（

作
者
：
山
東
京
鶴
、
ま
た
山
月
淡
人
（
後
篇
内
題
脇
（・
山
月
庵
京
鶴
（
後
編
挿
絵
賛
（

画
者
：
菱
川
清
晴
事
菱
川
師
保
画
（
一
部
、
門
人
師
房
筆
（

序
跋
：
山
東
京
鶴
（
印 　

／ 　

、
前
篇
（、
山
月
草
庵
の
あ
る
じ
（
後
篇
（、
山
月
（
同
跋
（

賛　

：
狂
歌
等
。「
三
拍
子
そ
ろ
ひ
し
君
か
月
の
眉
雪
の
は
だ
へ
に
花
の
か
ほ
は
せ　

山
東
庵
京
山
」（
後
篇
上
（、
東
都
／
半
月
（
後
篇
下
（、

其
川
（
同
（

版
元
：
挿
絵
中
に
「
寸
松
堂
（
天
□
／
書
林
〈
勢
／
烏
丸
三
条
上
ル
／
二
丁
目
」（（
刊
行
年
次
不
記
載
（
と
あ
る
が
、
江
戸
浅
草
に
「
寸
松

堂
」（
大
森
氏
（
は
あ
る
が
京
都
・
大
坂
に
「
寸
松
堂
」
は
な
い
。

【
梗
概
】（
前
篇
上
之
巻
（
あ
る
年
四
月
の
初
め
、
町
人
だ
が
万
事
江
戸
っ
子
風
を
気
取
る
侍
姿
の
繁
八
と
、
同
様
な
が
ら
町
人
風
の
昌
六
の

二
人
連
れ
（
と
も
に
偽
江
戸
っ
子
（
が
、
洛
西
御
室
山
の
八
十
八
ヶ
所
を
参
詣
し
よ
う
と
悪
ふ
ざ
け
を
し
つ
つ
、
ま
た
失
敗
を
重
ね

つ
つ
京
千
本
通
を
北
に
の
ぼ
り
、
下
立
売
通
へ
出
て
安
楽
寺
の
天
満
宮
と
妙
心
寺
に
参
詣
し
た
後
、
御
室
仁
和
寺
に
向
か
う
。

�

（
前
篇
下
之
巻
（
御
室
山
に
着
い
た
二
人
は
、
一
番
阿
波
国
霊
山
寺
、
二
番
極
楽
寺
、
三
番
金
泉
寺
（
未
建
立
。
印
の
木
の
み
（、
四

番
黒
谷
寺
、
五
番
地
蔵
寺
、
六
番
安
楽
寺
、
七
番
十
楽
寺
、
八
番
熊
谷
寺
、
九
番
法
輪
寺
、
十
番
切
幡
寺
（
三
十
九
番
寺
山
ま
で
阿

波
国
（、
十
一
番
藤
井
寺
、
十
二
番
焼
山
寺
、
十
三
番
一
の
宮
寺
、
十
四
番
常
楽
寺
、
十
五
番
国
分
寺
、
十
六
番
井
出
寺
、
十
七
番
井

戸
寺
、
十
八
番
恩
山
寺
、
十
九
番
立
江
寺
、
二
十
番
鶴
林
寺
、
二
十
一
番
大
竜
寺
、
二
十
二
番
平
等
寺
、
二
十
三
番
薬
王
寺
、
二
十

四
番
東
寺
、
二
十
五
番
津
寺
、
二
十
六
番
西
寺
、
二
十
七
番
神
峰
寺
、
二
十
八
番
大
日
寺
、
二
十
九
番
国
分
寺
、
三
十
番
一
の
宮
、

澄

成



四
七

幕
末
の
京
都
戯
作
者
・
山
東
京
鶴

三
十
一
番
五
台
山
、
三
十
二
番
禅
師
峰
寺
、
三
十
三
番
高
福
寺
、
三
十
四
番
種
磨
寺
、
三
十
五
番
清
滝
寺
、
三
十
六
番
清
竜
寺
、
三

十
七
番
五
社
（
こ
こ
に
は
土
器
投
げ
あ
り
（、
三
十
八
番
蹉
跎
山
、
三
十
九
番
茶
所
（
女
性
に
限
り
宿
泊
を
認
め
る
（
と
、
こ
れ
ま
た

悪
洒
落
・
悪
戯
・
喧
嘩
等
を
繰
り
返
し
つ
つ
参
詣
し
、
一
晩
無
理
に
泊
め
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
茶
所
に
て
、
昌
六
が
止
め
る
の

も
聞
か
ず
、
繁
八
が
和
尚
の
留
守
中
に
空
腹
の
余
り
飯
櫃
の
蓋
を
取
ろ
う
と
す
る
（
末
尾
に
、
右
の
茶
所
で
の
飯
櫃
の
滑
稽
、
五
十

三
番
円
明
寺
で
の
洒
落
、
近
江
屋
で
の
酒
盛
り
の
段
等
の
、
続
く
二
篇
目
〈
後
篇
〉
を
予
告
す
る
（。

�

（
後
篇
巻
之
上
（
茶
所
に
至
っ
た
繁
八
・
昌
六
の
両
人
は
、
麓
の
法
住
庵
ま
で
出
か
け
る
茶
所
の
僧
に
留
守
を
頼
ま
れ
る
が
、
傍
ら
に

あ
る
飯
櫃
を
見
つ
け
た
繁
八
が
空
腹
の
余
り
、
昌
六
の
制
止
も
聞
か
ず
に
口
に
し
て
し
ま
う
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
出
か
け

て
い
た
僧
が
帰
っ
て
き
た
。
火
の
点
っ
た
行
灯
に
気
づ
い
た
和
尚
が
、
行
灯
の
場
所
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
な
と
言
う
と
、
そ
の
手

に
徳
利
が
あ
る
こ
と
に
目
が
と
ま
っ
た
昌
六
が
、
そ
れ
は
酒
か
と
問
う
と
、
和
尚
は
そ
ち
た
ち
が
泊
ま
る
の
で
、
麓
に
も
ど
っ
た
つ

い
で
に
持
参
し
て
き
た
油
だ
と
答
え
る
。
昌
六
が
そ
の
気
遣
い
は
あ
り
が
た
い
が
、
つ
い
で
に
酒
も
少
し
持
参
し
て
く
れ
た
ら
も
っ

と
あ
り
が
た
い
と
言
う
。
ま
た
繁
八
が
茶
漬
け
を
一
杯
所
望
す
る
と
、
麦
飯
だ
が
と
断
り
な
が
ら
も
用
意
し
て
く
れ
た
。
そ
の
う
ち

時
刻
も
四
つ
時
に
な
っ
て
就
寝
、
翌
日
は
早
朝
か
ら
目
覚
め
た
。
四
十
番
歓
自
在
寺
、
四
十
二
番
仏
木
寺
（
賛
「
三
拍
子
そ
ろ
ひ
し

君
が
月
の
眉
雪
の
は
だ
へ
に
花
の
か
ほ
ば
せ　

山
東
庵
京
山
」（
と
回
っ
て
、「
四
国
栗
毛
の
前
篇
が
で
や
し
て
か
ら
七
年
こ
の
か
た

の
は
た
ら
き
」、
四
十
七
番
八
坂
寺
、
四
十
八
番
西
林
寺
、
四
十
九
番
浄
土
寺
と
参
拝
。

�

（
後
篇
巻
之
下
（
両
人
が
四
十
九
番
浄
土
寺
に
行
く
と
、
仏
前
の
提
灯
に
祇
園
新
地
あ
ふ
み
や
岩
の
印
が
あ
る
の
を
見
つ
け
て
一
悶
着

あ
っ
た
後
、
五
十
二
番
太
山
寺
、
五
十
三
番
円
明
寺
、
五
十
四
番
延
命
寺
、
五
十
五
番
三
嶌
別
当
、
五
十
六
番
泰
山
寺
、
五
十
七
番
、

五
十
八
番
、
五
十
九
番
国
分
寺
へ
と
詣
で
、
六
十
二
番
一
の
宮
、
六
十
三
番
吉
祥
寺
、
六
十
四
番
前
神
寺
、
六
十
五
番
三
角
寺
、
六

十
六
番
雲
辺
寺
、
六
十
七
番
、
讃
岐
国
六
十
八
番
と
回
っ
た
後
、
日
が
暮
れ
て
二
人
の
行
方
は
確
認
で
き
な
く
な
っ
た
。「
山
月
謹
で

後
へ
に
し
る
す
」
跋
。



四
八

備
考
：「
御
室
八
十
八
ヶ
所
」
は
、
洛
西
・
御
室
仁
和
寺
背
後
西
側
に
そ
び
え
る
成
就
山
中
に
文
政
十
年
（
一
八
二
七
（、
仁
和
寺
二
十
九
世

門
跡
済
仁
法
親
王
の
命
に
よ
り
、
四
国
八
十
八
ヶ
所
の
各
霊
場
か
ら
土
砂
を
運
び
、
霊
場
ミ
ニ
版
が
こ
こ
に
開
設
さ
れ
た
（『
京
都
大

辞
典
』
昭
和
五
十
九
年
、
淡
交
社
刊
、
仁
和
寺
発
行
「
御
室
八
十
八
ヶ
所
」（。
つ
ま
り
本
書
は
天
保
頃
の
刊
行
で
、
尾
崎
氏
も
原
本

へ
ほ
ぼ
同
様
の
推
定
を
書
き
入
れ
て
い
る
。

②
御
影
参
（
角
書
「
滑
稽
／
教
訓
」（
中
本

初
編
（
上
下
（
二
冊　

国
文
研
（
後
印
本
。
外
題
・
角
書
「
滑
稽
／
道
中
」
御
影
ま
い
り
（

二
編
（
上
下
（
二
冊　

架
蔵

三
編
（
下
（ 　

一
冊　

架
蔵
（
上
未
見
（

四
編
（
上
（ 　

一
冊　

弘
前
市
立
図
書
館
（
下
未
見
（

附
録
（
上
下
（
二
冊　

四
国
大
（
文
政
十
三
年
の
抜
け
参
り
資
料
集
。
外
題
・
角
書
「
滑
稽
／
道
中
」
御
影
ま
い
り
附
録
」（

外
題
：
角
書
「
伊
勢
／
御
影
」
道
中
膝
栗
毛
（
二
～
四
編
（

作
者
：
内
題
左
下
に
「
摂
府　

暁
鐘
成
門
人　
　

平
安　

山
川
澄
成　

戯
作
」。
附
録
上
の
跋
文
に
も
同
意
の
記
載
。
附
録
下
の
口
絵
は
暁
鐘

成
撰
の
「
年
代
記
の
残
欠
」。

画
者
：
す
べ
て
菱
川
清
春
画
。
二
編
上
末
の
春
日
担
茶
屋
の
図
は
暁
鐘
成
模
写
。

賛　

：
狂
歌
等
。
菱
川
清
晴
（
初
編
下
（、
中
村
梅
玉
、
人
形
師
鹿
の
や
（
家
（
真
萩
（
大
坂
心
斎
橋
通
順
慶
町
ヨ
リ
一
丁
北
博
労
町
西
側
（。

越
路
雪
成
、「
花
は
な
を
か
す
み
も
八
重
に
ひ
き
は
え
て
な
ら
の
都
の
春
ぞ
の
ど
け
き　

暁
鐘
成
」、
連
風
、
四
端
、「
南
都
名
産
元
興

寺
鬼
味
噌
の
精
造
売
弘
所　

鹿
之
家
真
萩
」、
中
村
梅
花
（
二
編
上
（、
永
楽
井
好
成
（
二
編
下
（

刊
記
：
ナ
シ
だ
が
、「
今
年
文
政
十
三
年
弥
生
の
半
ば
よ
り
、
此
お
か
げ
参
り
流
行
い
だ
し
」（
初
編
上
（、「
明
和
八
年
（
一
七
七
一
（
御
影



四
九

幕
末
の
京
都
戯
作
者
・
山
東
京
鶴

参
り
流
行
の
砌
、
立
て
た
る
道
し
る
べ
あ
り
と
ぞ
。
既
に
六
十
年
（
天
保
二
年
（
の
星
霜
」（
初
編
上
（
と
あ
る
か
ら
、
文
政
末
頃
の

刊
行
。

【
梗
概
】（
初
編
上
（
浪
花
の
怠
け
も
の
抜
七
と
久
作
の
両
人
は
、
流
行
の
御
影
参
り
と
し
ゃ
れ
込
ん
で
伊
勢
参
宮
に
向
か
う
が
、
抜
七
と
堺

筋
の
辻
で
待
ち
合
わ
せ
る
は
ず
だ
っ
た
久
作
は
、
あ
ま
り
の
参
詣
人
に
紛
れ
る
が
や
っ
と
の
こ
と
で
抜
七
と
出
合
う
。
二
人
は
足
を

速
め
、
大
今
里
を
過
ぎ
深
江
村
に
到
る
。

�

（
初
編
下
（
二
人
は
深
江
村
の
群
集
を
押
し
分
け
高
井
田
村
に
到
る
。
こ
こ
は
摂
津
の
国
の
国
境
で
、
こ
れ
よ
り
東
は
河
内
国
で
御
く

り
や
村
に
続
く
。
こ
こ
で
二
人
は
名
物
の
蕎
麦
を
食
べ
た
後
、
奈
良
の
宿
屋
に
泊
ま
り
三
輪
・
長
谷
・
阿
呆
越
え
に
か
か
り
六
軒
に

出
て
山
田
に
到
る
。

�

（
二
編
上
（
奈
良
は
昔
都
が
あ
っ
た
だ
け
に
風
流
な
所
だ
が
、
伊
勢
参
宮
人
が
街
道
狭
し
と
押
し
合
い
状
態
だ
っ
た
。
こ
こ
で
二
人

は
、
正
直
屋
正
兵
衛
な
る
老
人
と
道
連
れ
に
な
り
、
尼
が
辻
の
茶
屋
を
出
て
南
都
の
出
口
町
に
到
る
と
、
春
の
日
も
生
駒
山
の
端
に

か
か
る
時
刻
と
な
っ
た
の
で
、
垂
井
町
で
宿
を
探
す
が
ど
こ
も
満
員
、
正
兵
衛
の
つ
て
で
今
御
門
町
の
講
宿
に
、
一
畳
ほ
ど
に
三
人

辛
う
じ
て
割
り
込
む
こ
と
が
で
き
た
。
風
呂
と
夕
飯
も
済
ま
せ
、
窮
屈
な
形
で
横
に
な
り
旅
日
記
も
書
き
終
え
、
二
人
は
も
う
一
日

滞
留
し
て
明
日
は
奈
良
見
物
と
決
め
込
み
、
老
人
と
も
別
行
動
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
自
己
紹
介
す
る
。

久
作
は
嶋
の
内
関
町
の
本
屋
と
言
い
、
抜
七
は
伊
勢
屋
と
い
う
左
官
で
、
元
は
大
坂
上
町
、
変
託
し
て
西
の
剣
さ
き
町
、
今
は
京
都

宮
川
町
と
言
う
。
老
人
は
西
横
堀
の
石
や
橋
に
住
む
石
垣
職
人
と
言
う
。
翌
朝
、
朝
飯
の
用
意
も
調
っ
て
め
い
め
い
起
き
だ
し
、
正

兵
衛
は
伊
勢
参
宮
に
向
い
、
二
人
は
猿
沢
の
池
か
ら
春
日
大
社
へ
と
ま
だ
薄
暗
い
内
か
ら
出
か
け
た
。
途
中
暗
闇
で
大
き
な
鹿
二
頭

に
袖
を
く
わ
え
ら
れ
、
狼
と
誤
解
し
て
驚
き
つ
つ
人
家
に
駆
け
込
む
。
角
の
あ
る
狼
は
い
な
い
と
知
っ
て
二
人
と
も
落
ち
着
き
、
次

い
で
名
高
き
蟬
の
燈
籠
見
物
に
出
か
け
、
途
中
の
水
茶
屋
で
名
物
の
火
打
ち
焼
き
を
食
べ
る
。

�

（
二
編
下
（
水
茶
屋
を
出
た
二
人
は
、
若
草
山
の
麓
西
方
の
名
物
の
油
煙
墨
や
筆
を
売
る
店
を
過
ぎ
、
二
月
堂
の
観
音
に
参
詣
、
そ
こ



五
〇

に
て
、
夕
べ
宿
で
転
び
作
り
か
け
の
筆
の
毛
や
布
糊
が
付
い
た
ま
ま
の
頭
髪
を
直
し
て
い
る
と
、
二
月
堂
の
僧
に
、
二
人
は
髪
を
切
っ

て
献
上
と
誤
解
さ
れ
て
急
ぎ
退
散
、
大
仏
殿
に
向
か
う
。
東
大
寺
に
着
く
と
、
蕨
餅
を
商
う
茶
店
に
寄
っ
て
し
た
た
か
こ
れ
を
喰
い
、

つ
い
で
に
道
を
尋
ね
て
景
清
門
に
出
る
。
下
手
な
字
の
落
書
き
を
見
て
、「
悪
筆
兵
衛
」
と
戯
れ
て
確
か
に
こ
こ
は
景
清
門
と
ふ
ざ

け
、
ま
た
大
仏
餅
屋
に
入
れ
ば
京
の
そ
れ
と
混
同
す
る
な
ど
失
態
を
重
ね
る
。
菊
屋
の
あ
ら
れ
酒
や
古
梅
園
の
墨
店
も
見
た
の
で
、

二
人
は
色
里
の
木
辻
に
で
も
行
く
か
と
洒
落
る
が
、
寄
り
道
で
ま
た
同
じ
宿
に
泊
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
も
困
る
と
、
そ
の
前
に
煮
売

り
屋
で
た
ら
ふ
く
飲
み
食
い
し
、
妹
背
山
に
言
う
十
三
鐘
や
興
福
寺
、
西
国
九
番
札
所
の
な
ん
ゑ
ん
堂
、
絹
掛
柳
な
ど
を
見
て
元
興

寺
に
着
き
、
心
斎
橋
筋
の
鹿
の
家
が
売
る
元
興
寺
名
物
鬼
味
噌
を
話
題
に
す
る
。
元
興
寺
町
か
ら
賑
や
か
な
は
せ
街
道
の
往
来
筋
に

出
て
、
酒
も
回
っ
て
き
た
二
人
は
こ
こ
に
て
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
に
、
通
り
か
か
っ
た
施
行
駕
籠
に
つ
い
乗
っ
て
し
ま
う
。

�

（
三
編
下
（
抜
七
と
久
作
の
二
人
連
れ
は
、
黒
崎
か
ら
出
雲
村
を
過
ぎ
て
長
谷
寺
に
到
り
、
そ
の
長
い
廻
廊
を
苦
労
し
て
上
り
つ
め
本

堂
に
詣
で
る
。
こ
こ
で
久
作
が
言
う
に
は
、
最
前
、
三
輪
で
聞
い
た
話
に
こ
の
あ
た
り
を
過
ぎ
る
と
草
鞋
の
価
が
高
く
な
る
。
草
鞋

が
品
切
れ
で
買
え
な
い
事
態
に
な
っ
て
も
困
る
か
ら
、
安
価
な
今
の
う
ち
に
多
め
に
買
い
込
み
、
道
々
利
を
取
っ
て
売
ろ
う
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。
捕
ら
ぬ
狸
の
皮
算
用
で
、
町
外
れ
の
草
鞋
屋
で
二
人
は
価
九
貫
で
や
や
古
い
草
鞋
を
百
足
買
い
込
み
、
そ
れ
ぞ
れ

が
五
十
足
ず
つ
背
負
っ
て
出
発
し
た
。
旅
路
は
次
第
に
山
道
と
な
り
、
二
人
は
そ
の
重
さ
に
大
弱
り
。
余
り
の
重
さ
に
久
作
が
、
一

つ
に
し
て
い
っ
そ
坊
主
持
ち
に
し
よ
う
と
言
い
出
し
、
い
ろ
い
ろ
も
め
た
結
果
、
最
初
は
抜
七
が
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
途
中

の
茶
店
で
聞
く
に
、
少
し
前
に
も
草
鞋
を
売
り
つ
け
る
者
が
い
て
、
庄
屋
さ
ん
に
松
の
木
に
括
り
付
け
ら
れ
た
と
二
人
は
聞
い
て
顔

を
見
合
わ
せ
る
。
福
地
・
山
辺
等
を
過
ぎ
て
大
野
で
昼
飯
に
す
る
。
こ
の
街
道
は
す
べ
て
、
奈
良
よ
り
伊
勢
の
松
坂
へ
通
う
往
還
で

馬
・
駕
籠
も
多
い
が
、
そ
れ
で
も
昨
今
は
不
自
由
故
、
農
家
の
牛
に
矢
倉
を
置
き
、
旅
人
を
乗
せ
る
と
専
ら
で
あ
る
。
二
人
は
話
の

種
に
名
張
ま
で
二
百
の
と
こ
ろ
を
百
六
十
に
値
切
っ
て
牛
に
乗
り
、
久
作
は
一
首
「
馬
あ
ひ
が
牛
に
乗
合
だ
ら
〳
〵
と
涎
の
様
に
い

せ
へ
も
ふ
で
る
」
と
詠
む
。
途
中
で
腹
痛
の
牛
追
い
が
雪
隠
に
行
っ
て
い
る
間
に
二
人
は
眠
り
こ
け
、
牛
は
勝
手
に
四
・
五
丁
ば
か
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京
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作
者
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京
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り
も
歩
を
進
め
て
い
た
の
で
二
人
は
大
い
に
驚
く
。
騒
ぎ
に
気
づ
い
た
そ
の
家
の
主
が
言
う
に
は
、
こ
の
牛
は
今
日
初
め
て
他
人
に

貸
し
た
が
そ
の
男
が
雪
隠
に
行
っ
た
間
に
、
自
分
の
家
に
帰
っ
て
き
た
ら
し
い
と
の
こ
と
。
街
道
筋
に
戻
る
の
は
遠
回
り
な
の
で
、

今
晩
は
こ
の
家
に
泊
め
て
も
ら
い
、
明
日
わ
か
り
に
く
い
が
近
道
を
こ
の
牛
に
乗
っ
て
行
く
こ
と
に
し
た
。
翌
朝
二
人
は
牛
と
離
れ

た
例
の
雪
隠
男
が
向
か
い
に
来
て
、
楽
々
に
二
本
松
ま
で
辿
り
着
い
た
。
そ
こ
で
二
人
は
牛
追
い
と
別
れ
、
今
日
は
松
坂
泊
ま
り
に

し
て
明
日
大
神
宮
参
詣
と
予
定
し
、
大
野
木
・
谷
戸
・
田
尻
・
八
田
を
過
ぎ
宮
古
村
に
か
か
る
と
、
旅
人
の
一
群
が
騒
い
で
い
る
。

何
事
か
と
思
え
ば
、
手
負
い
の
大
猪
一
匹
が
暴
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
避
け
た
拍
子
に
転
ん
で
顔
を
擦
り
剝
い
た
二
人
は
膏
薬
を
買

い
求
め
て
張
り
、
六
軒
に
赴
く
。
か
く
し
て
中
村
川
も
越
え
津
屋
城
も
過
ぎ
、
六
軒
茶
屋
に
出
る
。
こ
こ
は
京
か
ら
の
本
街
道
と
大

坂
か
ら
の
阿
呆
越
え
の
合
流
点
で
、
二
人
も
こ
こ
で
し
ば
ら
く
休
み
松
坂
に
向
か
っ
た
。【
奥
付
】「
お
か
げ
の
四
へ
ん
を
、
な
ん
で

こ
の
や
う
に
せ
い
て
、
よ
ど
ふ
し
に
や
る
の
じ
や
な
」「
こ
ん
ど
の
四
へ
ん
め
は
、
抜
七
と
久
作
が
い
せ
へ
ま
ひ
る
所
で
、
一
ば
ん
の

せ
う
ね
ば
じ
や
」「
そ
れ
で
せ
け
ん
に
も
、
ゑ
ら
ふ
ま
つ
て
い
る
の
で
、
一
日
で
も
は
や
ふ
本
だ
し
を
せ
ふ
と
い
ふ
つ
も
り
じ
や
」（
男

二
人
の
板
摺
の
図
…
本
稿
へ
の
図
版
掲
載
省
略
（

�

（
四
編
上
（
浪
花
の
な
ま
け
者
の
抜
七
と
忠
屋
の
久
作
（
相
模
の
小
田
原
者
（
の
両
人
は
三
、
四
日
前
に
大
坂
か
ら
こ
の
松
阪
に
や
っ

て
き
た
が
、
抜
七
は
人
混
み
に
紛
れ
て
久
作
を
見
失
い
、
迷
子
を
探
す
よ
う
に
必
死
で
探
し
、
よ
う
や
く
風
呂
に
入
っ
て
い
た
久
作

を
見
つ
け
、
安
堵
し
て
就
寝
す
る
ま
で
を
描
く
。

�

（
附
録
上
下
（「
お
影
参
り
」
の
諸
資
料
集
と
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
。

③
変
宅
論
（
角
書
「
滑
稽
／
新
書
」。
上
下
二
巻　

中
本　

二
冊

外
題
：
滑
稽
変
宅
論
（
尾
題
「
変
宅
論
」（　

尾
崎
久
弥

作
者
：
山
月
庵
主
人　

内
題
左
下
に
「
洛
東　

山
月
庵
主
人
戯
作
」



五
二

画
者
：
菱
川
清
春
・
清
春
門
人
月
川
輝
重
（
十
二
歳
（。
上
巻
口
絵
に
山
月
庵
像
と
清
春
像
が
あ
る
が
、
本
稿
へ
の
図
版
掲
載
省
略

序　

：「
滑
稽
作
者　

山
月
庵
主
人
（
印 

山 

月
（」
序

賛　

：
狂
歌
等
。
尾
上
梅
好
、
江
戸
／
為
永
青
陽
、
山
月
庵
門
人
鶴
声 

、
鳥
居
清
安
、
市
川
登
舛

刊
記
：
天
保
四
年
癸
巳
孟
春
発
兌
／
大
坂　

河
内
屋
長
兵
衛
／
京
都　

金
屋
吉
兵
衛
（
た
だ
し
、
自
序
に
「
変
宅
論
と
題
し
書
肆
弘
知
堂
に

投
ず
」
と
あ
る
の
で
弘
知
堂
こ
と
金
屋
吉
兵
衛
版
（

【
梗
概
】（
上
巻
（
京
御
室
双
岡
に
住
む
、
万
事
江
戸
風
を
気
取
る
半
分
粋
（
分
粋
と
も
（
と
い
う
者
、
も
っ
と
繁
華
な
所
で
暮
ら
そ
う
と
下

河
原
辺
に
一
家
を
借
り
よ
う
と
し
て
巻
き
起
こ
す
珍
騒
動
を
描
く
。
半
分
粋
は
ま
ず
太
郎
介
と
い
う
百
姓
を
同
道
し
て
下
河
原
辺
に

で
か
け
、
一
軒
の
空
き
家
を
見
つ
け
た
の
で
家
主
を
訪
ね
て
家
賃
を
問
う
が
、
鋪
の
意
味
の
取
り
違
え
や
受
け
人
・
引
取
の
こ
と
で

一
騒
動
と
な
る
。
家
主
宅
を
後
に
し
て
半
分
粋
は
い
よ
い
よ
こ
こ
に
宿
替
え
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
借
家
掃
除
に
金
八
と
熊
太
郎
を

雇
う
。
ま
た
金
八
に
は
竈
を
、
熊
太
郎
に
は
台
所
の
流
し
を
買
い
に
行
か
せ
、
そ
の
間
に
自
ら
は
祇
園
社
に
参
詣
す
る
。
両
人
が
壁

も
直
し
た
後
、
金
の
使
い
よ
う
と
残
金
の
こ
と
で
大
声
で
喧
嘩
し
て
い
る
と
半
分
粋
が
も
ど
り
、
そ
こ
へ
二
十
歳
く
ら
い
の
女
性
が

半
分
粋
を
訪
ね
て
き
て
、
宿
替
え
が
自
分
に
内
密
だ
っ
た
こ
と
や
懐
妊
の
こ
と
で
口
舌
と
な
る
。
そ
の
途
中
で
女
性
が
産
気
づ
く
。

そ
こ
へ
や
っ
て
き
た
家
主
は
様
子
に
大
変
驚
き
、
ま
ず
医
者
の
玄
竹
を
呼
ぶ
。
玄
竹
は
一
人
で
産
婦
と
目
が
回
っ
て
い
る
金
八
の
二

人
を
介
抱
し
、
や
が
て
無
事
お
産
も
済
み
金
八
も
気
が
つ
い
た
の
で
、
母
子
は
双
岡
の
実
家
に
送
り
預
け
、
人
々
も
我
が
家
へ
と
帰
っ

た
。

�

（
下
巻
（
半
分
粋
が
所
持
す
る
書
画
を
こ
の
度
の
宿
替
え
先
に
運
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
呑
兵
衛
な
る
百
姓
は
、
書
画
だ
け
に
皺
に
な

ら
な
い
よ
う
小
便
太
桶
の
中
に
入
れ
て
お
い
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
原
因
で
珍
騒
動
が
起
き
、
ま
た
妙
な
宿
替
え
祝
い
が
行
わ
れ
る
。

呑
兵
衛
は
そ
の
太
桶
を
宿
替
え
先
に
運
ぶ
が
、
案
内
を
請
う
て
も
一
切
返
答
が
な
い
。
腹
い
せ
に
傍
の
子
供
の
頭
を
蹴
っ
た
と
こ
ろ

こ
れ
が
実
は
石
の
地
蔵
だ
っ
た
一
幕
が
あ
り
、
何
も
し
ら
ぬ
半
分
粋
は
そ
こ
に
用
足
し
を
し
て
し
ま
う
。
い
ち
い
ち
洗
お
う
と
す
る



五
三

幕
末
の
京
都
戯
作
者
・
山
東
京
鶴

半
分
粋
を
来
合
わ
せ
た
金
八
が
見
て
、
濡
れ
た
色
が
病
気
の
色
を
し
て
い
る
と
言
う
。
半
分
粋
は
濡
れ
た
書
画
を
一
つ
ひ
と
つ
確
認

し
て
洗
い
な
が
ら
駄
洒
落
を
言
い
つ
つ
清
め
、
翌
朝
一
人
に
な
っ
た
半
分
粋
は
、
先
宅
よ
り
箪
笥
が
届
く
の
を
待
つ
。
運
び
役
の
百

姓
二
人
は
、
箪
笥
の
上
に
天
蓋
を
潰
す
ま
い
と
仰
向
け
に
乗
せ
、
そ
の
中
に
半
分
粋
が
買
っ
て
お
い
た
ス
ル
メ
を
一
把
入
れ
て
宿
替

え
先
に
運
ぶ
が
、
途
中
寺
町
三
条
辺
で
天
蓋
ご
と
ス
ル
メ
を
鳶
に
掠
わ
れ
る
。
鳶
は
三
条
縄
手
の
辻
で
天
蓋
を
落
と
し
、
そ
れ
が
通

り
か
か
っ
た
六
十
歳
ほ
ど
の
田
舎
侍
の
頭
に
落
ち
て
ス
ッ
ポ
リ
は
ま
る
。
し
か
し
侍
は
そ
れ
で
も
無
言
で
進
み
歩
む
の
で
、
百
姓
達

が
天
蓋
を
取
り
返
そ
う
と
す
る
を
侍
は
喧
嘩
を
し
か
け
ら
れ
た
と
勘
違
い
し
、
こ
れ
ま
た
一
騒
動
と
な
る
。
そ
の
後
へ
双
岡
の
久
作

な
る
百
姓
が
肴
篭
を
持
っ
て
家
見
舞
い
に
来
る
。
半
分
粋
が
礼
を
言
っ
て
篭
を
受
け
取
る
と
、
肴
で
は
な
く
て
ひ
き
が
え
る
が
飛
び

出
た
。
久
作
が
裏
町
の
八
右
衛
門
と
相
談
し
て
ひ
き
が
え
る
、
そ
れ
も
な
る
べ
く
大
き
な
物
に
し
た
と
説
明
す
る
と
、
半
分
粋
は
呆

れ
驚
き
な
が
ら
も
心
尽
く
し
へ
の
礼
を
言
う
。
そ
こ
へ
ま
た
別
の
百
姓
が
杉
の
木
一
本
を
持
参
し
て
家
見
舞
い
に
来
た
。
訳
を
聞
く

と
、
天
狗
な
人
へ
の
見
舞
い
だ
か
ら
と
い
う
庄
屋
の
意
見
に
従
っ
た
と
言
う
。
そ
こ
へ
ま
た
茗
荷
の
子
を
一
篭
持
っ
た
百
姓
が
来
て
、

先
生
は
百
の
口
が
六
七
文
足
ら
ぬ
か
ら
こ
れ
を
持
参
し
た
と
言
う
の
で
喧
嘩
に
な
る
が
、
久
足
が
間
に
入
っ
て
収
ま
る
。

備
考
：
半
分
粋
の
発
言
に
「
京
伝
先
生
」（
上
（、「
大
坂
に
い
っ
た
と
き
、
上
町
の
清
春
さ
ん
に
」（
下
（
の
文
言
が
あ
る
。

④
滑
稽
鬼
霊
論　

一
巻　

中
本　

一
冊

外
題
：
鬼
霊
論　

尾
崎
久
弥
、
大
阪
大
（
原
題
簽
に
「
京　

弘
智
堂
梓
行
」
と
あ
る
の
で
金
屋
版
（

作
者
：
山
月
庵
主
人

画
者
：
菱
川
清
春
、
師
種

序
跋
：「
天
保
癸
巳
（
四
年
（
節
分　

洛
東
の　

山
月
庵
」
序
、「
洛
東
の
京
柳
」
跋

賛　

：
狂
歌
等
。
貞
也
翁



五
四

刊
記
・
天
保
五
年
／
甲
午
孟
春
／
大
坂　

河
内
屋
長
兵
衛
／
京　

山
城
屋
佐
兵
衛
／
同　

金
屋
吉
兵
衛

【
内
容
】「
鬼
」
を
様
々
な
「
き
（
気
等
（」
に
な
ぞ
ら
え
、「
平
気
物
語
」
等
の
駄
洒
落
を
混
ぜ
た
見
立
て
本
。
律
鬼
（
律
儀
（・
悋
鬼
（
悋

気
（・
鬼
が
つ
ま
る
（
気
が
つ
ま
る
（・
鬼
が
ね
（
気
兼
ね
（
等
二
十
条
か
ら
な
る
。

備
考
：「
三
馬
子
」、「
京
伝
先
生
」（
二
ヶ
所
（
の
文
言
が
あ
る
。

次
い
で
洒
落
本
の
諸
作
を
取
り
上
げ
る
。

⑤
大
各
（
洒
落
本
大
成
第
二
十
八
巻
、
昭
和
六
十
二
年
、
中
央
公
論
社
刊
（
所
収
。

�

半
紙
本　

一
冊

外
題
：
傾
城
情
史
大
各
（
見
返
題
・
角
書
「
傾
城
／
情
史
」
大
各
（

作
者
：
見
返
に
「
洛
東　

関
亭
京
鶴
述
」
と
あ
る
。

序
跋
：「
天
保
辛
卯
（
二
年
（
秋
八
月　

洛
東　

関
亭
京
鶴
」
自
序
、「
浮
世
絵
師　

菱
川
清
春
記
・
印 

青
／ 

陽 

」
跋
。

刊
記
：
天
保
三
年
壬
辰
五
月
成
刻
／
京
都　

田
中
屋
専
助
／
大
坂　

伏
見
屋
嘉
兵
衛
／
名
古
屋　

永
楽
屋
東
四
郎
／
江
戸　

和
泉
屋
庄
次
郎

（
た
だ
し
、
見
返
に
「
京
都
書
林　

畤
転
堂
発
行
」
と
あ
る
の
で
田
中
屋
専
助
版
（。

【
内
容
】
宝
暦
・
明
和
の
頃
に
一
し
き
り
流
行
し
た
経
書
の
童
蒙
解
の
類
で
、「
大
学
」
の
解
を
も
じ
っ
て
「
大
各
」
と
し
た
も
の
。

⑥
意
気
客
初
心
（
洒
落
本
大
成
第
二
十
九
巻
、
昭
和
六
十
三
年
、
中
央
公
論
社
刊
（
所
収
。

�

中
本
（
上
下
（　

二
冊
（
見
返
に
山
月
庵
主
人
の
座
像
…
本
稿
へ
の
図
版
掲
載
省
略
（。

作
者
：
内
題
左
下
に
「
山
月
庵
主
人
著
」「
校
」。



五
五

幕
末
の
京
都
戯
作
者
・
山
東
京
鶴

序
跋
：「
丙
申
（
天
保
七
年
（
開
歳　

呉
鶴
巣
主
人
識
／
碧
叢
園
主
人
書
」
序
、

�

「
天
保
乙
未
（
六
年
（
夏
五
月　

山
月
庵
主
人
題
／
門
人
半
月
謹
書
」
序
、

�
「
大
和
の
欲
若
」
跋
。

刊
記
：
天
保
七
季
／
申
春
発
版　

京
都
／
書
林　

山
城
屋
佐
兵
衛
／
吉
田
屋
新
兵
衛
。

【
内
容
】
書
名
は
「
易
学
小
荃
」
の
も
じ
り
で
、
天
明
期
ま
で
の
易
占
書
を
も
じ
っ
た
作
を
復
活
さ
せ
た
も
の
だ
が
、
算
木
や
銭
占
い
の
代
わ

り
に
、
煙
管
・
短
冊
・
物
指
等
の
日
常
品
を
用
い
た
と
こ
ろ
が
新
味
で
あ
ろ
う
。

備
考
：
愚
仏
先
生
、
狂
言
作
者
南
北
先
生
、
真
顔
先
生
、
吾
師
山
東
先
生
、
京
伝
先
生
（
以
上
、
上
巻
（

最
後
に
読
本
を
取
り
上
げ
る
。

⑦
嵐
峡や

ま
（「
山
」（
花つ
き

月は
な

奇も
の
が
た
り譚
（
版
形
不
明
前
後
編
十
冊
。
一
冊
目
見
返
に
「
京　

鶴
山
逸
人
瀬
川
恒
成
作
／
同　

青
陽
齋　

菱
川
清
春
画
／
京　

隔
梅
散
人　

関
亭
京
鶴
校
／
宝
文
堂
・
印 
摂
陽
書
房
（
秋
田
屋
市
五
郎
（」。
各
柱
下
方
に
も
宝
文
堂
蔵
と
あ
る
。

作
者
：
内
題
左
下
に
「
平
安　

瀬
川
恒
成
著
」。
中
村
幸
彦
蔵（

（
（

画
者
：
菱
川
清
春
、
菱
川
師
種
。

序
等
：
前
編
「（
文
中
に
「
題
妹
脊
山
院
本
行
於
世
久
矣
、
今
春
我
友
鶴
山
子
営
業
之
暇
、
戯
翻
案
之
、
著
花
月
奇
譚
若
干
巻
、
乞
余
于
校

正
、
余
有
小
説
癖
、
則
不
顧
不
才
、
加
校
之
些
云
々
（
天
保
甲
午
（
五
年
（
初
春　

山
月
庵
京
鶴
・
印 

さ
ん
け
つ 

京
鶴 

誌
」
序
、
後

編
「
山
月
庵　

京
鶴
」
序
。
後
編
一
冊
目
奥
に
「
天
保
四
年
二
月
補
刻
／
大
坂
書
林　

秋
田
屋
市
五
郎
」
と
あ
り
（。

刊
記
：「
天
保
五
年
初
春
発
兌
／
江
戸　

丁
子
屋
平
兵
衛
／
中
村
屋
幸
蔵
／
尾
州　

玉
野
屋
新
右
ヱ
門
／
京
都　

近
江
屋
治
助
／
伏
見
屋
半
三

郎
／
大
坂　

秋
田
屋
市
五　

郎
」。



五
六

【
内
容
】
前
編
序
に
い
う
よ
う
に
、
世
上
に
行
わ
れ
て
い
る
、
藤
原
鎌
足
が
蘇
我
入
鹿
を
討
伐
す
る
物
語
を
骨
子
と
す
る
浄
瑠
璃
院
本
『
妹
脊

山
（
婦
女
庭
訓
（』
を
翻
案
し
た
作
。

⑧
屏
風
怨
霊
四
谷
怪
談
（
大
本
五
冊
（

外
題
：
角
書
「
屏
風
／
怨
霊
」
四
谷
怪
談
（
見
返
題
も
同
じ
（。

作
者
・
画
者
・
刊
記
：
見
返
に
「
山
月
庵
主
人　

作
／
菱
川
清
春　

画
／
天
保
六
年　

浪
華　

宝
文
堂
梓
行
」。

�

作
者
に
つ
い
て
は
、
内
題
左
下
に
は
「
平
安　

山
月
庵
主
人　

戯
編
」
と
あ
る
。
学
習
院
大
、
中
村
幸
彦
蔵（

（
（

。

序
跋
：「（
文
中
に
「
平
安
京
鶴
文
史
、
著
四
谷
怪
談
五
巻
、
繍
像
余
、
取
観
之
菱
川
清
春
所
描
」
云
々
（
天
保
甲
午
（
五
年
（
春
三
月
上
浣

（
下
略
（　

三
代
目　

尾
上
梅
幸
」
序
、「（
文
中
に
「
吾
友
山
京
鶴
子
、
応
書
肆
宝
文
堂
之
需
、
翻
案
院
本
四
谷
怪
談
、
更
作
一
稗
史
」

云
々
（
天
保
甲
午
（
五
年
（
夏
四
月　

李
塘
山
人
撰
於
鶯
舌
齋
之
南
牕
」
跋
。

刊
記
：「
作
者　

皇
都　

山
月
庵
主
人
／
浄
書　

浪
華　

北
村
好
平
／
校
合　

東
都　

尾
上
梅
幸
／
画
工　

皇
都　

菱
川
清
春
／
彫
刻　

皇
都　

樋
口
与
兵
衛
」（
五
冊
目
奥
（。   　
　
　

【
内
容
】
跋
（
後
序
（
に
い
う
よ
う
に
、
院
本
（
正
し
く
は
歌
舞
伎
（『
四
谷
怪
談
』
を
翻
案
し
た
作
。

備
考
：
巻
五
の
尾
題
前
に
中
村
本
「
大
坂　

秋
田
屋
市
五
郎
」
と
あ
り
（
学
習
院
本
な
し
（。

⑨
小
夜
鵆
真
砂
物
語
（
版
形
不
明
前
後
編
十
冊
。
前
後
編
と
も
天
保
九
年
十
一
月
序
刊
で
、
後
篇
奥
に
大
阪
・
群
玉
堂
河
内
屋
岡
田
茂
兵
衛
と

あ
る
（。

作
者
：
内
題
左
下
に
「
平
安　

山
月
庵
主
人　

戯
編
」。
学
習
院
大
、
中
村
幸
彦
蔵（

（
（

序　

：
前
編
「（
文
中
に
「
吾
友
山
月
庵
主
人
」
と
あ
り
（
天
保
九
戌
冬
十
一
月
／
鶴
山
樵
夫
題
・
印
和
／
忠 

貞
／
卿
」
自
序
、
後
編
「
天



五
七

幕
末
の
京
都
戯
作
者
・
山
東
京
鶴

　
　
　

保
戊
戌
（
九
年
（
冬
」
序
。

題
詩
：
山
月
淡
人

【
内
容
】
盗
賊
石
川
五
右
衛
門
を
扱
っ
た
作
と
し
て
は
白
浪
物
だ
が
、
謀
叛
の
素
志
が
あ
っ
た
西
川
剛
右
衛
門
金
忠
を
主
人
公
と
す
る
意
味
で

は
一
代
記
で
あ
る
。
時
代
は
遡
っ
て
平
清
盛
を
主
要
人
物
の
一
人
と
し
て
活
躍
さ
せ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
豊
臣
秀
吉
に
擬
し
た
の
で
あ

り
、
勧
善
懲
悪
の
趣
旨
の
も
と
に
適
宜
怪
奇
的
色
彩
を
施
し
、
金
忠
の
最
期
は
釜
茹
で
の
刑
と
す
る
（
横
山
邦
治
氏
『
読
本
の
研
究
』

昭
和
四
十
九
年
、
風
間
書
房
刊
（。

⑩
神
功
皇
后
三
韓
図
会
（
大
本
五
冊
、
天
保
十
三
年
正
月
刊
（

外
題
：
角
書
「
神
功
／
皇
后
」（
見
返
題
も
同
じ
（
三
韓
退
治
図
会
」。
一
冊
目
見
返
に

作
者
：「
山
月
庵
主
人
著
／
葛
飾
戴
斗
画
図
」、
内
題
左
下
に
「
平
安　

山
月
庵
主
人　

編
述
」。
国
文
研
、
弘
前
市
立
図
書
、
中
村
幸
彦
蔵（

（
（

（。

序　

：「
天
保
辛
丑
（
十
二
年
（
冬
」
序
（
題
辞
（。

刊
記
：「
天
保
十
三
年
壬
寅
正
月
／
東
都
書
林　

丁
子
屋
平
兵
衛
／
皇
都
書
林　

丸
屋
善
兵
衛
／
河
内
屋
藤
四
郎
／
浪
華
書
林 

河
内
屋
源
七

郎
／
河
内
屋
茂
兵
衛
」。
大
坂
の
「
製
本
所　

前
川
源
七
郎
」
の
名
も
見
え
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
上
方
版
で
あ
ろ
う
（『
読
本
の

研
究
』（。

【
内
容
】
上
代
の
伝
説
的
な
皇
后
・
神
功
皇
后
が
信
託
を
得
て
、
朝
鮮
古
代
の
高
麗
・
百
済
・
新
羅
の
三
国
を
伐
っ
た
と
い
う
逸
話
を
脚
色
し

た
作
。



五
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四
、
ま
と
め
―
山
東
京
鶴
小
伝
―

代
表
作
を
一
通
り
概
観
し
終
え
た
の
で
、
京
鶴
の
小
伝
を
改
め
て
ま
と
め
直
し
て
み
た
い
。
最
初
に
『
京
摂
戯
作
者
考
』
以
外
の
、
当
時
の

戯
作
者
伝
書
を
眺
め
て
お
き
た
い
。
ま
ず
石
塚
豊
芥
子
の
『
戯
作
者
撰
集
』、
曲
亭
馬
琴
の
『
物
の
本
江
戸
作
者
部
類
』、
岩
本
活
東
子
の
『
戯

作
者
小
伝
』
に
は
見
当
た
ら
ず
、
同
じ
木
村
黙
老
の
『
戯
作
者
考
補
遺
』
に
も
記
載
が
な
い
。
残
念
な
が
ら
生
没
年
は
未
詳
で
、
享
年
も
わ
か

ら
な
い
。
滑
稽
本
・
洒
落
本
・
読
本
を
述
作
刊
行
し
た
、
戯
作
者
と
し
て
の
活
動
時
期
は
ほ
ぼ
天
保
年
間
（
一
八
三
〇
～
四
三
（
と
見
な
し
て

よ
か
ろ
う
。
一
つ
気
に
な
る
の
は
そ
の
戯
作
の
師
で
あ
る
。
本
人
は
諸
所
（
③
④
⑥
（
で
山
東
京
伝
（
文
化
十
三
年
〈
一
八
一
六
〉、
五
十
六

没
（
門
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
が
、
戯
作
名
が
似
て
は
い
て
も
天
保
期
で
は
時
期
が
合
わ
な
い
。
ま
た
京
伝
弟
の
山
東
京
山
の
名
も
出
て
い

る
（
①
（
こ
と
か
ら
す
る
と
、
中
野
三
敏
氏
は
⑥
の
洒
落
本
大
成
改
題
で
京
伝
門
弟
と
推
定
し
て
お
ら
れ
る
が
、
あ
る
い
は
京
伝
・
京
山
兄
弟

を
崇
拝
し
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
と
て
津
田
真
弓
氏
の
労
作
『
山
東
京
山
年
譜
考
』（
平
成
十
六
年
、
ぺ
り
か
ん
社
刊
（
に

京
鶴
の
名
は
見
え
な
い
。
京
都
洛
東
の
人
間
（
③
④
⑤
（・
京
鶴
と
直
接
結
び
つ
け
る
に
は
、
今
少
し
根
拠
も
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
京
伝
よ
り
現

実
感
が
あ
る
の
が
、『
京
摂
戯
作
者
考
』
が
伝
え
る
大
坂
戯
作
者
・
暁
鐘
成
師
事
説
で
あ
る
。
鐘
成
な
ら
②
で
そ
の
門
人
と
明
記
も
し
て
い
る
。

た
だ
長
友
千
代
治
氏
の
労
作
「
暁
鐘
成
」（『
近
世
／
上
方 

作
家
・
書
肆
の
研
究
』
平
成
六
年
、
東
京
堂
出
版
刊
（
に
も
京
鶴
の
名
は
ほ
と
ん
ど

出
て
こ
ず
、
た
だ
古
書
目
録
に
『
四
国
栗
毛
』
稿
本
が
存
在
す
る
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

そ
の
他
、
判
明
し
た
こ
と
の
み
を
ま
と
め
て
お
く
と
、
山
東
京
鶴
は
、
別
号
を
山
川
（
姓
か
（
澄
成
（
①
②
（、
瀬
川
恒
成
（
⑦
（、
山
月
庵

（
①
③
④
⑥
⑧
⑨
⑩
（、
山
月
淡
人
（
①
⑨
（、
関
亭
京
鶴
（
⑤
⑦
（、
鶴
山
（
⑦
⑨
（、
山
京
鶴
（
⑧
（、
隔
梅
散
人
（
⑦
（
な
ど
と
称
し
、
和
忠
・

貞
卿
（
本
名
や
字
か
。
⑨
（
と
も
号
し
た
。
活
動
期
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
天
保
期
が
中
心
（
①
～
⑩
（
で
、
滑
稽
本
の
外
に
洒
落
本
・
読

本
も
執
筆
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
心
は
自
ら
「
滑
稽
作
者
」
と
記
す
（
③
（
滑
稽
本
で
、
一
九
の
模
倣
を
し
つ
つ
も
地
元
地
理
を
活
用
し
て
新



五
九

幕
末
の
京
都
戯
作
者
・
山
東
京
鶴

鮮
味
を
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
新
し
味
が
命
の
洒
落
本
で
は
と
う
に
全
盛
期
を
過
ぎ
て
い
る
形
式
の
踏
襲
で
し
か
な
く
、
演
劇
作
翻
案
が
目
に

付
く
読
本
の
他
、
全
体
と
し
て
歌
舞
伎
役
者
名
と
狂
歌
が
散
見
さ
れ
る
な
ど
そ
の
演
劇
趣
味
と
狂
歌
趣
味
が
看
取
さ
れ
、
江
戸
の
み
な
ら
ず
次

い
で
大
坂
に
も
追
随
す
る
姿
勢
が
伺
わ
れ
る
。
ま
た
、
大
坂
で
知
り
合
っ
た
と
思
わ
れ
る
浮
世
絵
師
の
菱
川
清
春
（
③
（
と
組
ん
で
著
作
を
著

す
こ
と
が
多
か
っ
た
（
⑥
⑨
⑩
を
除
く
七
作
（。

注（
（
（　

森
銑
三
・
野
間
光
辰
・
朝
倉
治
彦
の
三
氏
監
修
『
続
燕
石
十
種
』
第
一
巻
（
昭
和
五
十
五
年
、
中
央
公
論
社
刊
（。

（
（
（　

原
本
未
見
。
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
利
用
し
た
。

（
（
（　

原
本
未
見
。
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
利
用
し
た
。

（
（
（　

原
本
未
見
。
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
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。

（
（
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原
本
未
見
。
国
文
学
研
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資
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館
所
蔵
マ
イ
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ロ
フ
ィ
ル
ム
を
利
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し
た
。


